
１．開催日   平成２８年６月１６日（木） 

 

２．開催場所  株式会社ニューメディア 役員会議室 

 

３．委員出席   

委員総数       ６名 

出席委員       ５名 

出席委員       今村元一、加藤健吾、齊藤幸恵 

           加藤義博、窪村郁子 

   放送事業者側出席者  中川宏生（常務取締役米沢センター長） 

伊藤優子（取締役米沢副センター長） 

小松久弘（総務部 部長） 

松田典子（メディア企画部 課長） 

渡部剛士（ＣＣＳスタジオ 専務取締役） 

              金 順治（ＣＣＳスタジオ 制作課長） 

鈴木朗子（ＣＣＳスタジオ 制作係長） 

 

４．議  題   １．会社代表挨拶 

２．御審議 

３．報告 

 

５．議事の概要  １．開会 

         ２．御審議 

 

「ヨネラバ」（１０分番組） 

放送日時：隔週月曜日 午前 ８：４１ ～ 午前 ８：５１ 

       火曜日 午前 ９：１１ ～ 午前 ９：２１ 

       水曜日 午前１１：１３ ～ 午前１１：２３ 

       木曜日 午後 ８：１１ ～ 午後 ８：２１ 

                 

                                                                                                                                                 

         ３．その他 

４．閉会 

 

 

 



６．審議内容 

Ａ委員 

・学生とは思えない程話しが上手。 

・話題が堅いと感じた。 

・自分の学生時代を思い出した。 

Ｂ委員 

 ・研究内容の説明等で、難しい言葉が多い。 

 ・１０分間で合計３人の学生が出てきたが、せわしく感じた。 

もっと 1人の話を詳しく聞きたかった。 

 ・学生同士のインタビューがコンセプトだが、今後はゲストを学生に限ら

ずによんでみても面白いと思う。 

Ｃ委員 

 ・学生の活動がわかって非常に面白かった 

 ・学生の研究内容に驚いた。 

 ・番組名からは、学生がでている番組とは連想しにくい。 

Ｄ委員 

・学生の本音が聞けた気がするが、情報量が多いと感じた。 

・キャンパス内（学生食堂など）で流して、多くの学生に聞いてもらっ

てはどうか。 

Ｂ委員 

   ・上案に賛成で、この番組をきっかけに学生同士の繋がりや 

広がりが持てればすばらしい。 

Ｅ委員 

・パーソナリティーの選出方法は？ 

ＮＣＶ 

   ・パーソナリティー、ゲストとも出演した学生から紹介頂いている。 

  Ａ委員 

・話し手が知り合いだからか、身内感を感じる。 

・身内だと研究内容への理解度が高く、話が難しくなりがち。 

・噛み砕いて話すことを心がけてほしい 

   

 

 

 

 

 



７．審議機関の答申又は意見に対してとった措置の内容 

 

・ パーソナリティーやゲスト１人１人の話をより深く聞けるように、 

話題によって出演人数を検討する。 

・ 難しい言葉でも噛み砕いて話す事を心がける。 

 

 

８．審議機関の答申又は意見の概要の公表 

   平成２８年６月２０日（月） ＦＭ生放送で公表 

   平成２８年６月２０日（月）  自社ホームページに掲載 

 

９．次回の番組審議会開催予定 

次回は平成２８年８月１８日（木）に開催予定 

   ※平成２８年７月は休会 


